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1　はじめに
文法書は一般化された規則を集めた書物である。英語の文法規則はいくつあるのか数えた
ことはないが、かなりの数になろう。インターネットで“How many grammar rules are 
there in the English language?”と 入 力 し て 検 索 し て み る と、David CrystalがQuirk, 
Greenbaum, Leech & Svartvikに よ る 文 法 書A Comprehensive Grammar of the English 
Language（1985）の索引から見積もったところ、約3,500になるらしい。
それを覚えるのは、普通の人にとっては、かなり厄介なことである。さらに厄介なのは、
規則に例外があるということである。「例外のない規則はない」（There is no rule without 
exceptions）という諺に従えば、どんな規則にも例外があることになり、規則と同じ数だけ
例外があるということになる。事実、インターネットには“Why are there so many 
exceptions in the rules of English grammar?” と か “There are so many exceptions in 
English.”というような言い回しが溢れており、これを読むと英文法には例外が多いという印
象を受ける。
では、文法書はどれくらい例外に触れているのであろうか。「例外のない規則はない」と
いう諺に従えば、扱われる例外は多いと推測される。本稿では、文法書でどれくらい例外が
扱われているか検討してみる。
2　例外の扱い
伝統文法家たちは、規則的な構造の一般化は例を与えてヒントや注意書きを与えているに
すぎないが、例外や不規則についての記述は十分に与えていると述べたのはChomskyであ
る（1）。同様の趣旨はChomsky著Aspects of the Theory of Syntax（1965）、安井訳『文法理論
の諸相』（1970: 6）にも見られる。
伝統文法および構造主義文法の限界は、これを明確に評価しておく必要がある。これら
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の文法は、例外的な例や不規則な例については、もうら的で明示的な列記を与えている
かもしれないが、規則的で生産的な統語論的操作については、ただ例やヒントを与えて
いるということをしているにすぎない。
Chomsky（1965: 218）は「文法の一般規則は例外の存在によって価値を失うものではな
い 」（... the general rules of a grammar are not invalidated by the existence of 
exceptions.）と述べているが、これは頻度的には低い割合で現れる例外の性質を考えると、
原則や規則はゆるぎないと主張しているのと同じである。
Chomskyはさらに続けて「特殊なものや例外の発見は、一般的には、努力するだけの価
値のないものであり、それ自体、当該言語の文法構造の研究に重要性はほとんどない」（... 
the discovery of peculiarities and exceptions is generally so unrewarding and, in itself, has 
so little importance for the study of the grammatical structure of the language in 
question, ...）と述べている。この主張は、例外の価値をほとんど認めていない見解でもあ
る（2）。
例外が周辺的なもの（marginal）として無視され、ほとんど取り上げられて来なかったの
は、恐らく例外に対して上のような見方があったからであろう。しかし、例外は文法の規則
化を阻止するものではないが、例外は文法において、その存在は決して小さいものではない。
例外は時には無視されることもあるが、無視できぬ問題も含まれている。
Chomskyは例外を軽視しているように見えるが、その一方で「例外の学習は高度に組織
化された過程である、という主張は明らかに成立すると思います。どんな類いの例外でも学
習できるというわけじゃないのです」（福井・辻子訳（2011: 258））とも述べて、学習目的の
例外の存在を認めている。
筆者は、文法書は例外にもっと触れるべきである、という立場を取るが、その理由は次の
通りである。
① 例外は文法規則に見直しを迫り、規則の精密化を促す。例外の記述が必要なのは、科学
的に言語を分析することが必要な場合である。一般化とそれに矛盾する例外は、言語分
析にとって必要なものであり、研究者の知的好奇心を刺激する。
② 人間の言葉は規則通りにいかない。人間の言葉の規則を乱すのは、人間の心理であるこ
とがある。言葉は人間の心理との関係で考えなければならない。
言葉と規則の関係を考えてみると、規則が初めからあるのではない。規則は言葉に合わせ
て、後から作るものである。そこからもれるもの、はみ出るものが例外である。規則から例
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外が発生し、例外からさらに例外が発生するように、言葉は規則的ではなくirregularに発展
する傾向がある。このような言葉の発展には何が潜んでいるのかを研究することは、興味の
あることである。しかしながら、例外の研究は以下で明らかになるように、あまり触れられ
ていないのが実情である。
3　文法書の扱い
語学を学習するときまず手に触れるのは辞書と文法書であろう。この二つの役割は似てい
る部分もあるが、辞書は主に語について、文法書は主に文について説明する。そして文法書
では一般化された規則について記述するためか、例外について触れることはめったにないよ
うである。
受験英語の文法書として、我が国でもっとも利用されているという文法書をチェックして
みたが、例外に触れている箇所は「時制の一致の例外」以外はまったくなかった。学習文法
書であるから当然のことなのかもしれない。また高校生対象のある文法書は、そのまえがき
に「英文法といえば規則の羅列であり、例外ばかり多くておもしろくない、という人が多い
のではないでしょうか」と述べている。その「例外ばかり多くて」と言うわりには、「時制
の一致の例外」以外の例外にはまったく触れていない。
比較的高度な文法書はどうか。筆者は高度な文法書ほど例外に触れるのではと予想した。
科学的に客観的に記述しようとすればするほど、例外に触れざるを得ないからである。
そこで、例外にどれだけ触れているのか、日本語で書かれた文法書3冊と英語で書かれた
文法書3冊を比較し、調査してみた。以下の6冊である。いずれも高度な英文法書である。
（1）江川泰一郎著『英文法解説　改訂三版』（金子書房 1991年）
（2）安井稔著『英文法総覧』（開拓社 1982年）
（3）安藤貞雄著『現代英文法講義』（開拓社 2005年）
（4）Rodney Huddleston and Geoffrey K. Pullum著A Student’s Introduction to English 
Grammar（Cambridge University Press 2005）
（5）Otto Jespersen著Essentials of English Grammar （George Allen & Unwin 1933）
（6）Anglela Downing and Philip Locke 著 English Grammar: A University Course 
Second edition（Routledge 2006）
3.1　『英文法解説』
文法規則に関しては、どの文法書もほぼ同じことを述べることになるのだが、江川泰一郎
著『英文法解説』は、我が国の学習文法書としては定評がある。この文法書の最大の長所
は、筆者が長年にわたって会得して来た技術を、学問的裏付けに基づいて、「解説」という
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項目で説明しているところにある。もしこの「解説」の部分が本書になければ、普通の文法
書になっていたであろう。
江川が拠り所にしているのは、Quirk et al.（1985）、Close（1981）、Swan（1980）などで
あるが、江川独自の考えも示されている。この辺りが「江川文法」と言われるゆえんであろ
う。また、大家でもそうなのかと告白しているところも、この文法書を親しみやすいものに
している。例えば、冠詞の問題は難しいが、「細かいことを言い出すと際限がなくなり、わ
れわれ非英語国民には手の出しようがなくなる。冠詞の1つや2つはどうでもよい、と開き直
ったほうが賢明であろう。」（p. 126）、「細かい点は私自身もよく実感できない。」（p. 147）
などである。
江川には、文法書の常として「…が普通である」（p. 381, 389）「…が原則であるが、…」
（p. 455）という言い回しが散見される。解説の部分が全体で502頁の文法書であるが、文法
項目としてある「時制の一致の例外」を除いて、実質的な例外に言及したのは5ヶ所のみで
ある。比較的高度な文法の解説書であるから、もっと扱われているのかと思ったが意外に少
ない。例外に言及しているのは以下の場合である。［1］、［4］は原文を要約してある。他は
原文をそのまま引用した。
［1］ 先行詞が「唯一」の意味の修飾語を伴うとき、また先行詞が「全」または「無」の意味
の修飾語を伴うとき、関係代名詞のthatが使われるというが、whoも使われることがあ
るのを例外としている。（pp. 80-81）
［2］agoとbeforeの使い分けには、例外的なケースもある。（p. 139）
［3］ haveとほぼ同義のpossessも（下の例外を除き）受動態は作れないが、…。 
She was possessed by jealousy.（p. 277）
［4］ 主節 + since節の主節はふつう現在完了である。主節に過去時制を使う例外的なケース
として、次の文があげられる。 
Yesterday was the hottest day since I came to live here.（p. 386）
［5］ 前置詞onの意味の拡張範囲は意外に狭く、ほとんどの例が接触の意味を適用して処理
できる。…、例外と見られる用法もあることはある。（p. 424） 
I’ll teach on you when the teacher gets back!
例外という言葉は使っていないが、例外を暗示させる説明がある。例えば、「以下の原則
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も大体の目安であって、細かく言えば際限がない。」（p. 135）や「もちろん、その反証とな
る例もあることをつけ加えておこう。」（p. 284）など。
規範文法的な規則の中で、例外が堂々と扱われているのは、時制の一致である。例外が市
民権を得た例であり、まさに例外中の例外である。江川には、時制の一致が適用されない
「時制の一致の例外」の項目がある（p. 467）。不変の真理や歴史上の事実を表す場合と動詞
が仮定法の場合である。しかしこの規則は、主節の動詞が過去形であっても、従属節の動詞
が影響を受けない例も多くあり、規範的な規則の中でも、この規則は制約のゆるいものにな
りつつある。
3.2　『英文法総覧』
安井稔著『英文法総覧』は、江川の文法書とほぼ同じ分量で、練習問題を除くと464頁あ
る。また江川と同様、「参考」「解説」が随所にあり、専門的な記述となっている。はしがき
で「本書は、香り高い英米文化の粋を伝える優れた文学作品から用例を拾い集めるという試
みを潔く捨てている。」（vi）と述べている。現代の英語研究者なら誰も言わないことを述べ
ているのは、安井の研究者としての出発点を考えると首肯できる。
解説は江川のそれが穏やかなものであるのに対して、こちらはかなり専門的になっている。
はしがきに「本書は、伝統的な学校文法のわく組みの中に、新しい言語学の知見を盛り込み
うるだけ盛り込んだという形になっている。」（v）と述べているように、解説には生成文法
（この文法書の中では「変形文法」と言っている）の知見を分かりやすく採用している。意
外に通時的な説明も多いが、「アルフレッド大王のころの古期英語（OE）においては、…」
（p. 10）のような説明はマニア向けである。本書の読者対象が「中学上級の生徒から一般知
識人を含む極めて幅の広いもの」（v）と述べているが、英語を専門的にやる人には必要で
あっても、一般読者にはここまでは必要ないと思われる。「通例…」（p. 74, 77, 87）や「…、
通例、…が多い。しかし、…」（p. 121, 201）　という類いの文法書の決まり文句は、やはり
散見される。
『英文法総覧』から、例外に触れている箇所を見てみよう。実質的に例外に言及している
のは13ヶ所である。江川の5ヶ所より多いのは、より厳密な文法解説になっているからであ
ろうか。例外に言及しているのは次のような場合である。［4］は一部変えてある。
［1］ 大部分の文は「S（主部）+V（述部）」の形式を備えているのだから、「S+V」を含む
ものを一応文と考え、他のものは例外的、付加的に考えてゆくことにして差し支えない
と思われる。（p. 2）
［2］ housesの発音は現代英語の中でただ一つの例外的な発音のように思われるが、…（p. 6）
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［3］ 動作を表す動詞の場合、眼前の動作を表す最も普通の表現は現在進行形である。したが
って、現在形で、眼前の動作を表すというのは、むしろ、例外的な用法であることに十
分注意する必要がある。（p. 69）
［4］ fullの副詞はfully［-lll-とはしない］。skilllessのときはlが例外的に三つ並ぶ。（p. 112）
［5］ strong［strɔ́ŋ］、stronger［strɔ́ŋgə］、strongest［strɔ́ŋgist］ に お い て は、 原 級 は
［-ŋ］であるのに、比較級・最上級では［-ŋg-］となる。…これは極めて例外的な現象
で、…（p. 116）
［6］ 一般に、単数の可算名詞は、冠詞なしには用いることのできないものであるが、…のよ
うな特別な場合には、例外的に、無冠詞で用いられる。I’m coming, mother !/Come, 
boys. Let’s begin the work.（pp. 201-202）
3.3　『現代英文法講義』
安藤貞雄著『現代英文法講義』は、はしがきに「本書は、半世紀余にわたる著者の英文法
研究を集大成し、長い年月をかけ、渾身の力をふりしぼって書き上げたライフワークであ
る。」（v）とあるように、上2冊の文法書よりはかなり専門的である。引用文献、索引を除
いた本文は888頁の大著である。Quirk et al.（1985）が頻繁に引用されている。安井（1982）
と違って、用例は「なるべく文学作品から採り、その数も多めにした」（v）と述べている。
本書で例外に触れているのはわずか8ヶ所である。例外にほとんど触れられていないのは、
筆者には少なからぬ驚きであった。8ヶ所のうち4ヶ所は、格理論で話題になる「例外的格標
示」（p. 692, 824, 825, 840）である。「例外的格標示」以外で例外に触れているのは、以下の
4ヶ所であった。
［1］ 「認識的用法の法助動詞は否定されない」という一般化の唯一の例外になるのだろうか。
（p. 280）
［2］ …、認識的用法のcan’tのみを「VP否定」の例外として、（2b）のような文をIt is not 
possible［that the report is true］.とパラフレーズしているが、…（p. 336）
［3］ 認識的法助動詞は、おしなべて進行相不定詞を伴うことができるが、根源的法助動詞で
は、それは例外的である。（p. 339）
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［4］ the definition［in OED］［of democracy］のような例外的語順は、このタイプに限られ
ているようである。（p. 778）
例外という言葉を使わず、類似の表現、例えば「その仮説の違反が見られる。」（p. 66）
や「しかし、ifの例もないわけではない。（The question is if you are willing to pay it.）」（p. 
600）などの言い回しがある。規則違反ということであるから、例外と言っていもよいだろう。
専門書は例外に触れざるを得ないと最初予想していたが、必ずしもそうではないことが分
かった。なぜ触れないのか。例外は規則ではないからというのが、主たる理由であると思わ
れる。
3.4　A Student’s Introduction to English Grammar
The Cambridge Grammar of the English Language（2002） の 著 者 で あ る Rodney 
Huddleston and Geoffrey K. PullumのA Student’s Introduction to English Grammarを調べ
てみた。Further reading, Glossary, Indexを入れて312頁の文法書である。例外に触れてい
るのは32ヶ所であった。6冊の中では一番多い。この文法書の要約のところに次のような説
明がある。
We’ll rely heavily on qualifications like ‘usually’, ‘normally’, ‘in the most basic cases’, and 
so on, because we’re giving an outline, and there are details, refinement, and exceptions 
to be explained later in the relevant chapter.（p. 11）
（我々は概略を述べるので、‘usually’, ‘normally’, ‘in the most basic cases’などのような条
件に大きく依存することになるだろう。そして詳細、改良、および例外が、関係する章で
後に説明されることになる。）
後の章で例外が説明されると述べてはいるものの、触れているのは32ヶ所であるから規則
に比べればそれほど多いとは思えない。また本書にexception/exceptionalという箇所があっ
たとしても、すべてが例外項目を説明しているわけではない。例えば、An NP is（setting 
aside a narrow range of exceptions）simply a phrase with a noun as head.（p. 14）のよう
に、例外をあげての説明ではなく、単に例外の存在の指摘のみ行っている箇所もある。
この文法書で言及している例外をいくつかあげてみる。長くなるので原文の引用はせず、
要約のみ掲げる。
［1］ If he were in love with her he’d change his job.の仮定法の例で、wereが使われるのは
かなり例外的（higly exceptional）である。（p. 59）
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［2］ the president electのelectは 後 置 詞 で の み 起 こ る 非 常 に 少 数 の 例 外 的 な 形 容 詞
（exceptional adjectives）である（3）。（p. 121）
［3］ 動詞の過去形は-edを付けて作るが、限られた数の例外的な動詞（special exceptional 
ones（=verbs）がある。その数は約200である。（p. 268）
［4］ prettyを比較級、最上級にするとき、yをiに変えてprettier, prettiestとするが、dryと
shyは例外（exceptions）で、規則的なdrier/driestとshier/shiestの他にdryer/dryest, 
shyer/shyestがある。（p. 272）
［3］の例では、不規則動詞の数が約200あると言っていて、200もあって例外なのかという
印象を受けるが、無数の規則動詞の全体数から言えば、200くらいは少数の例外に入るので
ある。
3.5　Essentials of English Grammar
次にOtto Jespersen著Essentials of English Grammar で触れている例外について述べる。
Jespersenは我が国の英語学研究に多大な影響を与えた文法家であり、また文法書には
Jespersenの作った文法用語がかなり多く定着している。2節で触れたように、Chomskyが、
例外や不規則についての記述は十分に与えていると述べた伝統文法家たちの文法書には、
Jespersenの文法書も入っている。
Jespersenは例外について、次のように述べている。
... what in one period was a regular phenomenon may later become isolated and appear 
as an irregularity, an exception to what has now become the prevailing rule.（p. 20）
（…ある時期規則的な現象だったものが、後に孤立したものになり、不規則なものとして、
つまり、今広まっている規則に対して例外として現れるかもしれない。）
Jespersenの言うように、今不規則なものに見えても、歴史を辿ると規則的だったという
ものはたくさんある。
この文法書では例外に触れているのは22ヶ所あった。例外に言及している例は次のような
場合である。
［1］ Exceptionally a poet may use the order S-O-V, as Tennyson does in God the traitor’s 
hope confound! （p. 103）
文法書と例外
― 415 ―
　　 （｛英語の目的語は通例動詞の後に置かれるが｝TennysonがGod the traitor’s hope 
confound! と用いているように、例外的に詩人はS-O-Vの語順にすることがある。）
［2］ The indefinite article naturally precedes an adjective（an old man, etc.）. There are, 
however, some exceptions to this rule. How and however, like other interrogative and 
relative words, come first and attract the adjective: similarly with so, as, too, and no 
less.（p. 178）
（不定冠詞は（an old manなどのように）本来形容詞の前に来る。しかしこれには例外
がある。他の疑問詞や関係詞のようにhowとhowever は、最初に来て形容詞を引き付け
る。同様にso, as, tooや no lessもそうである。）
上の例として、JespersenはHow great a crime..., in so short a time, He is as diligent a 
man as ever lived.などをあげている。
［3］ With an imperative do serves to express a strong entreaty, and is here exceptionally 
used with the auxiliary be: Do be quiet!（p. 297）
（命令文でdoは強い懇願を表すのに用いられる。そして命令文では例外的に助動詞beと
ともに使われる。Do be quiet!）
［4］ If not is placed before a word like all, always, etc., the resultant meaning is “some, 
sometimes,” etc. Exceptionally not is placed after all: All that glitters is not gold
（Sh.）.（p. 301）
（Notはall, alwaysな ど の よ う な 語 の 前 に 置 か れ る と、 そ の 生 じ る 意 味 は“some, 
sometimes”などである。例外的にnotはallの後に置かれる。All that glitters is not gold
（Sh.））
［5］ A content-clause may be the object of a preposition: Men differ from brutes in that 
they can think and speak. This, however, is nowadays rather exceptional.（p. 350）
（内容節は前置詞の目的語になることがある。Men differ from brutes in that they can 
think and speak. しかしこれは今日ではかなり例外的である。）
3.6　English Grammar: A University Course
最 後 に Anglela Downing and Philip Locke 著 English Grammar: A University Course 
Second editionで触れられている例外について述べる。
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English Grammarは本文で590頁の文法書である。例外に触れているは22ヶ所であった。
言及している例外は次のような例である。
［1］ Another feature of stative verbs is that they do not easily occur in the imperative
（Know thyself is a famous exception）.（p. 140）
（状態動詞のもう一つの特徴は、命令文には容易に生じないということである（Know 
thyselfは有名な例外である）。）
［2］ There is one exception to the Finite-Subject order in wh-interrogative clauses. This 
is when the wh-element itself functions as subject or as part of a NG（4）at subject. （p. 
185）
（wh疑問節のFinite-Subject語順には例外が一つある。これはwh要素自体が主語として
あるいは主語の名詞句の一部として機能するときである。）
［3］ The relativiser who is not omitted when it functions as subject in the relative clause: 
Perhaps the people who were waiting are still there. The only exceptions are 
introduced by unstressed there or by a cleft. There’s a man outside （0） wants to 
speak to you. It was John （0） told me about you.（p. 449）
（関係代名詞節の主語として機能するとき関係代名詞whoは省略されない。Perhaps the 
people who were waiting are still there. 唯一の例外は強勢のないthereか分裂文によっ
て導かれる場合である。There’s a man outside （0） wants to speak to you. It was John 
（0） told me about you.）
以上、6冊の英文法書の例外に触れている箇所をまとめてみると、以下のようになる。
英文法書名 例外例
『英文法解説』 5
『英文法総覧』 13
『現代英文法講義』 8
A Student’s Introduction to English Grammar 32
Essentials of English Grammar 22
English Grammar: A University Course 22
4　あらゆる規則に例外があるのか
以上の調査から分かったことは、文法書は例外に触れることが少ない、また日本の文法書
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の方が例外に触れる割合が少ないということである。
文法書は本来規則を述べるものであり、例外を述べるものではないから、一つ一つの文法
項目に一々例外を載せないのであろう。特に、学習文法書ではほとんど触れることはない。
これは無視しているというよりも、高校生や受験生には必要ないからであろう。
「例外のない規則はない」（There is no rule without exceptions）という諺は、例外は規
則の数だけあるという印象を与える。従って、規則の羅列である文法書は、例外にも触れて
いる箇所が多いだろうと予想したが、文法書を調べてみると、予想外に少ないことが分かっ
た。少なくとも6冊の調査結果だけからは、規則の数だけ例外があるのかに関しては、疑問
を抱かせる結果となった。
「例外のない規則はない」は、「あらゆる規則には例外がある」と思わせ、誤解を生む表現
ではないか。本当に文法のあらゆる規則に例外は存在するのであろうか。6冊の文法書を調
べた限り、例外に触れることはほとんどなく、その結果、「例外のない規則はない」という
諺には疑問を抱かざるを得ない。
上の調査結果から、文法規則のすべてに例外があるわけではないと考えられる。この点は
今後の検討課題であるが、少なくとも現時点では、文法規則のすべてに例外があるわけでは
ないと指摘せざるを得ない。また例外に触れている数で言えば、我が国の文法書よりは海外
の文法書の方が多いことが分かった。その理由としては、母語ゆえに関心が高いのかも知れ
ないということが考えられる。
例外に触れるのは上級者向きの高度な文法書になると最初予想していたが、調査してみる
と意外に少ないことが分かった。ではなぜところどころ例外に触れるのか。規則に触れると
例外に触れざるを得ない、という強要感が研究者にはある。科学的に客観的に記述しようと
すればするほど、例外に触れざるを得ないという思いである。このようなことから専門書は
例外に触れるのである。
5　まとめ
本稿は、「英語の規則には例外が多い」あるいは「例外のない規則はない」などとよく言
われていることを踏まえ、文法書では例外はどれくらい扱われているかを調査した。その結
果、文法書が例外に触れることは極めて少ないことが分かった。従って、Chomskyが指摘
するように、例外は周辺的な問題ということになるのであろうか。少なくとも6冊の文法書
を調査した結果は、例外は周辺的な問題であることを示唆していて、例外が規則に何ら影響
を与えていないようである。
また、本稿での調査結果から、「例外のない規則はない」という諺は、「あらゆる規則には
例外がある」と思わせ、誤解を招きやすい表現ではないかということを指摘した。6冊の文
法書を調べた限り、文法書は例外に触れることはほとんどなかった。このことから文法規則
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のすべてに例外があるわけではないのではないかと考えられる。
（注）
（1） 　ChomskyがPaul Roberts（English Syntax: An Introduction to Transformational Grammar, 
1966）に寄せた序論の中で述べている（鈴木（1999: 8）参照）。
（2）　鈴木（2013: 2-3）
（3） 　この「例外的な形容詞」の説明として、Quirk et al.（1985: 1295）は、heir apparent, blood 
royalのようにフランス語の語順をモデルにしたもの（modelled on French）であると述べてい
る。
（4）　NG = Nominal Group
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How to treat exceptions in the English grammar 
books
SUZUKI, Masamitsu
It is said that there are too many exceptions in the English language. If so, I think that 
exceptions should be appropriately treated in grammar books.
I have investigated the number of the exceptions treated in the six English grammar 
books. As a result of my investigation, I have found that each of those grammar books 
hardly refers to exceptions. 
The proverb “There is no rule without exceptions.” seems to mean “There are 
exceptions to every rule.” However, is this true? The resultant findings seem to be “not 
every rule has an exception”.
